
天文学連携データベースシステム天文学連携データベースシステム ((ヴァーチャル天文台ヴァーチャル天文台))の開発の開発
～プロトタイプ第3版の開発 ～

概要 : 天文学では、γ線から電波まで様々な波長の観測データをデータベース化し、それらを利用することによって、観測対象の天体について研究することが重
要である。そのため、世界中の天文台に分散配置された様々なデータベースを連携し、統合的に扱えるシステム（VO）の開発が世界中で進められている。我々は
VOのプロトタイプを製作し、天文データベースを統合的に扱うための検索言語やXMLメタデータ検索機能などを設計、実装してきた。新たに開発中の実用化を目
指したプロトタイプ３では、他国VOとの連携を目標として標準プロトコルの制定を進め、すでに一部のVOとは接続に成功している。本講演では新たに開発、実装し
た機能を紹介するとともに、会場から他国VOと接続し、天文研究への応用例を紹介する。
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天文学データの現状天文学データの現状 これまでのこれまでのJVOJVOの開発の開発

JVOJVOプロトタイプ３プロトタイプ３

大量のデータをどう処理し
たらよいか悩む天文学者。

VO の利用により効
率的に研究を進める
天文学者、研究のア
イデアも豊富に浮か
ぶ。

いつでもどこでも天文データ
にアクセスできる。

猫の手も借りたい状況。

近年の天文学では
膨大なデータが
生み出されている。

教育の教材としても利用できる。

バーチャル天文台

Nobeyama ~ 1TB/year Subaru ~ 20TB/year ALMA ~ 1PB/year

バーチャル天文台（VO)は情
報学の技術を用いて、計算機
の中に宇宙を構築し、利用者
は計算機の中の宇宙を観測
するシステム。

もはや、従来の方法では
処理しきれなくなる。
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• JVOQLエディタ
• リソースファインダによるDB検索
• UCDファインダー
•天体名レゾルバー
•実行状況表示

•ユーザ登録
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シンプル解析機能

•天体検出（Sextractor）
• HyperZ
•画像演算
• Photometry

特殊解析機能
•重力レンズ
•銀河ダスト
•化学組成の進化

解析 interface

JVOQLパーサ JB

スケジューラ JB

エクゼキュータ JB

コントローラー JB

• VOTable Viewer  
• Plotter
•画像データ Viewer
• スペクトルデータ Viewer
•複数カタログの重ね合わせプロット
•異なる波長画像の重ね合わせ表示

•リソースファインダーによるDB検索

DBナビゲータ

データ表示
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DBメタデータ検索

検索結果 (XML)

Grid サービス

検索文 (XPath)

検索指示
(JVOQL)

状態確認 検索実行状況

JVOQL Parsed JVOQL

Parsed JVOQL, 実績 観測指示書

観測指示書 実績
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RFT RFT

これまでに２つのプロトタイプを作成し、
VOの基盤技術を整備してきた。

・連携データベース検索言語
JVOQLの定義

複数のデータベースを連携
検索する問い合わせ言語とし
てJVOQLを定義した。
SQL言語を基礎として画像の
検索やクロスマッチ検索に対
応するJVO固有の機能を拡張
し、SQLとできるだけ互換な文
法となるように設計した。

レジストリについて

サーバ連携のためのツール

天文データの検索

世界各地の天文データベースは独立に開発されているため、
そのインターフェースは多種多様なものとなっている。
そのためインターフェースの国際的な標準化必要であり、 国
際ヴァーチャル天文台連合（IVOA）が結成され、VO標準のプロ
トコルの制定が行われている。(大石他 4A-o3)
これまでにカタログ検索を行うADQL、画像検索を行うSIAP、
スペクトル検索を行うSSAPといったものが策定され、現在は、
これらすべてに対応した、我々の提案するJVOQL2について議
論されている。

VOは世界の分散データベースを扱うことから、アクセスするサーバは様々で、ダイナミックに変
化する。そのため、VOはそれぞれのデータベースについてURLやテーブル情報などのメタデー
タをレジストリとして登録し公開する必要がある。

レジストリはデータサーバがメタデータを登録するPublishing Registryと、Publishing Registryから
メタデータを取得し、登録されているメタデータを検索することができるSearchable Registryの２種
類が存在する。 メタデータ交換のプロトコルにはOAI-PMHを利用している。

現在JVOからアクセスできるデータサービス一覧

・グリッド技術を活用した分散データベースの連携

JVOプロトタイプ２の構成

D-02

既存のデータベースを大幅に変更することなく、VO標準のインターフェースを持たせる必要が
あるため、VOに対応したデータサービスとして公開するためのツールキットを開発している。

JVOQL2
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デモ検索の様子をご覧下さい。


